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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠位の端部（２）に形成される内視鏡先端（３）と、
　該内視鏡先端（３）内に配置される少なくとも１つの結像光学系（４）と、
　前記内視鏡先端（３）内において前記少なくとも１つの結像光学系（４）の背後に配置
される少なくとも１つの撮像センサ（５）と、
を備え、前記少なくとも１つの結像光学系（４）は、少なくとも１つの支持構造（６）に
保持されている内視鏡（１）であって、
　前記内視鏡先端（３）内に金属箔（７）が配置されており、該金属箔（７）は、前記少
なくとも１つの支持構造（６）に密に結合されており、前記少なくとも１つの撮像センサ
（５）を収容する内室（８）を密閉しており、
　前記金属箔（７）は、金属材料の線材（１２，１４，１５）から、巻き、編み及び組み
の少なくともいずれかの方法により製造されており、線材間隙（１３）は、前記金属箔（
７）を形成するために素材結合を介して、ろう材料により閉鎖されていることを特徴とす
る、内視鏡（１）。
【請求項２】
　遠位の端部（２）に形成される内視鏡先端（３）と、
　該内視鏡先端（３）内に配置される少なくとも１つの結像光学系（４）と、
　前記内視鏡先端（３）内において前記少なくとも１つの結像光学系（４）の背後に配置
される少なくとも１つの撮像センサ（５）と、
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を備え、前記少なくとも１つの結像光学系（４）は、少なくとも１つの支持構造（６）に
保持されている内視鏡（１）であって、
　前記内視鏡先端（３）内に金属箔（７）が配置されており、該金属箔（７）は、前記少
なくとも１つの支持構造（６）に密に結合されており、前記少なくとも１つの撮像センサ
（５）を収容する内室（８）を密閉しており、
　前記金属箔（７）は、収縮箔として形成されていることを特徴とする、内視鏡（１）。
【請求項３】
　遠位の端部（２）に形成される内視鏡先端（３）と、
　該内視鏡先端（３）内に配置される少なくとも１つの結像光学系（４）と、
　前記内視鏡先端（３）内において前記少なくとも１つの結像光学系（４）の背後に配置
される少なくとも１つの撮像センサ（５）と、
を備え、前記少なくとも１つの結像光学系（４）は、少なくとも１つの支持構造（６）に
保持されている内視鏡（１）であって、
　前記内視鏡先端（３）内に金属箔（７）が配置されており、該金属箔（７）は、前記少
なくとも１つの支持構造（６）に密に結合されており、前記少なくとも１つの撮像センサ
（５）を収容する内室（８）を密閉しており、
　前記内視鏡先端（３）内に回路基板（１６）が配置されており、該回路基板（１６）は
、周囲を取り巻く金属被覆された縁部（１８）を有し、かつ／又は前記金属箔（７）は、
素材結合を介して回路基板（１６）の金属被覆された縁部（１８）に結合されていること
を特徴とする、内視鏡（１）。
【請求項４】
　遠位の端部（２）に形成される内視鏡先端（３）と、
　該内視鏡先端（３）内に配置される少なくとも１つの結像光学系（４）と、
　前記内視鏡先端（３）内において前記少なくとも１つの結像光学系（４）の背後に配置
される少なくとも１つの撮像センサ（５）と、
を備え、前記少なくとも１つの結像光学系（４）は、少なくとも１つの支持構造（６）に
保持されている内視鏡（１）であって、
　前記内視鏡先端（３）内に金属箔（７）が配置されており、該金属箔（７）は、前記少
なくとも１つの支持構造（６）に密に結合されており、前記少なくとも１つの撮像センサ
（５）を収容する内室（８）を密閉しており、
　前記金属箔（７）は、前記内視鏡先端（３）内に挿入されている箔体（２１）を形成し
、
　管状の前記箔体（２１）は、遠位の領域（２４）において前記少なくとも１つの結像光
学系（４）及びカバーガラス（２８）により閉鎖され、かつ／又は近位の領域（２５）に
おいて回路基板（１６）及び／又は前記金属箔（７）により閉鎖されていることを特徴と
する、内視鏡（１）。
【請求項５】
　前記箔体（２１）は、深絞り加工部材又は管引抜き加工部材として形成されており、又
は前記箔体（２１）は、平らな基体（２２）から折られ、かつ／又は曲げられており、前
記箔体（２１）の互いに対応する結合縁部（２３）は、素材結合を介して互いに結合され
ている、請求項４記載の内視鏡（１）。
【請求項６】
　前記箔体（２１）は、非円形の横断面を有して形成されており、かつ／又は前記箔体（
２１）は、管状に形成されている、請求項４又は５記載の内視鏡（１）。
【請求項７】
　前記箔体（２１）は、多角形の横断面を有して形成されている、請求項６記載の内視鏡
（１）。
【請求項８】
　前記箔体（２１）は、円形、楕円形、四角形、六角形、二面において偏平化された形状
、三角形、角に丸みが付けられた三角形、眼鏡状、又は滴状の横断面を有して形成されて
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おり、かつ／又は前記箔体（２１）は、管状に形成されている、請求項４又は５記載の内
視鏡（１）。
【請求項９】
　前記内視鏡先端（３）は、内部に前記金属箔（７）が配置されている内視鏡管（９）を
有し、かつ／又は前記金属箔（７）と内視鏡管（９）との間に照明光学系（１１）及び／
又は照明用の電子装置が配置されている、請求項１から８までのいずれか１項記載の内視
鏡（１）。
【請求項１０】
　前記金属箔（７）の材料厚さは、３００μｍより薄い、かつ／又は５μｍより厚い、請
求項１から９までのいずれか１項記載の内視鏡（１）。
【請求項１１】
　前記金属箔（７）は、銅及び／又は特殊鋼から製造されている、請求項１から１０まで
のいずれか１項記載の内視鏡（１）。
【請求項１２】
　前記内視鏡先端（３）内に回路基板（１６）が配置されており、該回路基板（１６）は
、前記少なくとも１つの撮像センサ（５）及び／又は該少なくとも１つの撮像センサ（５
）に接続される電子回路（１７）を担持し、かつ／又は前記回路基板（１６）は、セラミ
ック製の材料又はプラスチックから製造されている、請求項１から１１までのいずれか１
項記載の内視鏡（１）。
【請求項１３】
　前記金属箔（７）は、前記少なくとも１つの撮像センサ（５）の少なくとも１つの伝送
線路（２０）のための少なくとも１つの引出し開口（１９）を有し、該引出し開口（１９
）は、密閉されている、請求項１から１２までのいずれか１項記載の内視鏡（１）。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの支持構造（６）は、前記少なくとも１つの結像光学系（４）のた
めの受口（２９）を有し、かつ／又は前記少なくとも１つの支持構造（６）は、シールの
ために前記少なくとも１つの結像光学系（４）に密に結合されている、請求項１から１３
までのいずれか１項記載の内視鏡（１）。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの支持構造（６）は、前記少なくとも１つの撮像センサ（５）とと
もに、前記内視鏡先端（３）内に挿入可能な光電子式の構成群（２７）内に組み込まれて
いる、請求項１から１４までのいずれか１項記載の内視鏡（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠位の端部に形成される内視鏡先端と、内視鏡先端内に配置される少なくと
も１つの結像光学系と、内視鏡先端内において少なくとも１つの結像光学系の背後に配置
される少なくとも１つの撮像センサと、を備え、少なくとも１つの結像光学系は、少なく
とも１つの支持構造に保持されている内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の内視鏡は、例えば下記特許文献１において公知である。この公知の内視鏡の場
合、撮像センサは、少なくとも内周面にわたって２度めっきされた金属管により保持され
ている。表面層は、金層として形成され、金属管上の担持層としてのニッケル層上に位置
している。
【０００３】
　さらに下記特許文献２において、撮像センサを有する結像光学系にプラスチック保護層
を設けることが公知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０２００７０４６６０９号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第２２２５９９８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、内視鏡先端の可及的小さな横断面積を有する内視鏡を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係る内視鏡では、内視鏡先端内に金属箔が配置さ
れており、金属箔は、少なくとも１つの支持構造に密に結合されており、少なくとも１つ
の撮像センサを収容する内室を密閉するようにした。
【０００７】
　本発明に係る内視鏡の好ましい態様は、従属請求項に係る発明である。
【０００８】
　好ましい態様において、内視鏡先端は、内部に金属箔が配置されている内視鏡管を有し
、かつ／又は金属箔と前記又は一内視鏡管との間に照明光学系及び／又は照明用の電子装
置が配置されている。
【０００９】
　好ましい態様において、金属箔の材料厚さは、３００μｍより薄い、好ましくは５０μ
ｍより薄い、かつ／又は５μｍより厚い、好ましくは３０μｍより厚い。
【００１０】
　好ましい態様において、金属箔は、線材から、好ましくは巻き、編み及び組みの少なく
ともいずれかの方法により製造されており、線材間隙は、金属箔を形成するために素材結
合（ｓｔｏｆｆｓｃｈｌｕｅｓｓｉｇ）を介して、特にろう材料により閉鎖されている。
【００１１】
　好ましい態様において、金属箔は、収縮箔（Ｓｃｈｒｕｍｐｆｆｏｌｉｅ）として形成
されており、かつ／又は金属箔は、コーティングプロセス、特に電鋳、電気めっき、スパ
ッタリング、蒸着及び／又は吹付けにより製造されている。
【００１２】
　好ましい態様において、金属箔は、銅及び／又は特殊鋼から製造されている。
【００１３】
　好ましい態様において、内視鏡先端内に回路基板が配置されており、回路基板は、少な
くとも１つの撮像センサ及び／又は少なくとも１つの撮像センサに接続される電子回路を
担持し、かつ／又は回路基板は、セラミック製の材料又はプラスチックから製造されてい
る。
【００１４】
　好ましい態様において、回路基板は、好ましくは周囲を取り巻く金属被覆（メタライジ
ング）された縁部を有し、かつ／又は金属箔は、素材結合を介して前記又は一回路基板の
前記又は一金属被覆された縁部に結合されている。
【００１５】
　好ましい態様において、金属箔は、少なくとも１つの撮像センサの少なくとも１つの伝
送線路のための少なくとも１つの引出し開口を有し、引出し開口は、密閉、特にモールド
されている。
【００１６】
　好ましい態様において、金属箔は、内視鏡先端内に挿入されている箔体を形成する。
【００１７】
　好ましい態様において、箔体は、深絞り加工部材又は管引抜き加工部材として形成され
ており、かつ／又は箔体は、好ましくは平らな基体から折られ、かつ／又は曲げられてお
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り、箔体の互いに対応する結合縁部は、素材結合を介して互いに結合されている。
【００１８】
　好ましい態様において、箔体は、非円形、特に多角形の横断面を有して形成されており
、かつ／又は箔体は、管状に形成されている。
【００１９】
　好ましい態様において、好ましくは管状の箔体は、遠位の領域において少なくとも１つ
の結像光学系及び／又はカバーガラスにより閉鎖され、かつ／又は近位の領域において前
記又は一回路基板及び／又は金属箔により閉鎖されている。
【００２０】
　好ましい態様において、少なくとも１つの支持構造は、少なくとも１つの結像光学系の
ための受口を有し、かつ／又は少なくとも１つの支持構造は、シールのために少なくとも
１つの結像光学系に密に、特に素材結合を介して結合されている。
【００２１】
　好ましい態様において、少なくとも１つの支持構造は、少なくとも１つの撮像センサ及
び好ましくは前記又は少なくとも１つの回路基板とともに、好ましくはユニットとして内
視鏡先端内、特に金属箔から形成される前記又は一箔体内に挿入可能な光電子式の構成群
内に組み込まれている。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明では、従来慣用の、切削加工を用いた製造方法により製造された部材の代わりに
、金属箔を使用したことにより、少なくとも１つの撮像センサを囲繞するカプセルの壁厚
さを可及的小さく選択することが可能である。こうして、内視鏡先端の必要とされる横断
面積は、減少可能である。少なくとも１つの撮像センサのカプセルのために金属材料を使
用することは、カプセルが熱負荷、例えば医療分野において内視鏡先端の清浄化の際に発
生する場合のある熱負荷に対してより高い抵抗性を備えて形成可能であるという利点を有
している。
【００２３】
　本発明の好ましい態様において、内視鏡先端は、内部に金属箔が配置されている内視鏡
管を有していてもよい。例えば内視鏡管は、金属管として形成されていてもよい。この場
合、内視鏡管が内視鏡先端に所望の機械的安定性を提供することは、有利である。さらに
、金属箔と内視鏡管との間に、金属箔により内室から仕切られた、内視鏡の他の機能のた
めの収容室が形成可能であることは、有利である。
【００２４】
　本発明の一態様において、金属箔と、一内視鏡管、例えば既に言及した内視鏡管との間
に照明光学系及び／又は照明用の電子装置が配置されていてもよい。この場合、内視鏡先
端への光供給部を設けることができることは、有利である。このために、例えば内視鏡先
端内にか、又は内視鏡内、例えば内視鏡の近位の端部に、光源、特にＬＥＤが配置可能で
ある。好ましくは、照明光学系は、既に言及した収容室内に配置されており、この収容室
を横断面で見て少なくとも部分的に又はそれどころか完全に充填している。照明光学系の
代わりに、又は照明光学系に加えて、照明用、好ましくは直接照明用の電子装置が、内視
鏡先端に設けられていてもよい。
【００２５】
　本発明の一態様において、金属箔の材料厚さは、３００μｍより薄い。好ましくは、金
属箔の材料厚さは、それどころか５０μｍより薄い。この場合、この金属箔により、切削
加工を用いた製造方法により実現可能な壁厚さを明らかに下回る、少なくとも１つの撮像
センサのカプセルの壁厚さが、特に容認可能な製造コストで実現可能であることは、有利
である。
【００２６】
　択一的又は付加的に、金属箔の材料厚さは、５μｍより厚くてもよい。好ましくは、金
属箔の材料厚さは、３０μｍより厚い。この場合、内室の密な、特に光に対して密な囲繞
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が達成可能であることは、有利である。このことは、特に、金属箔が外側から一照明光学
系及び／又は照明用の電子装置、特に既に言及した照明光学系及び／又は照明用の電子装
置により包囲されている場合、有利である。ここで、上述の材料厚さは、照明光学系及び
／又は照明用の電子装置から内室への光の侵入、ひいては少なくとも１つの撮像センサの
撮像障害が回避可能であるという利点を提供する。さらに上述の材料厚さは、少なくとも
１つの支持構造及び少なくとも１つの撮像センサを挿入することが可能な自立型の箔体と
して金属箔が形成可能であるという利点を有している。これにより、製造プロセスは、さ
らに簡単化可能である。
【００２７】
　これにより、本発明における材料厚さの、多くの用途で使用可能な範囲は、５μｍ～３
００μｍである。特に好適であるのは、３０μｍ～５０μｍの範囲の材料厚さである。
【００２８】
　本発明の一態様において、金属箔は、線材から製造されており、線材間隙は、金属箔を
形成するために素材結合を介して閉鎖されていてもよい。例えばろう材料を用いた素材結
合による閉鎖が実施されてもよい。この場合、金属箔が簡単に所望の形状に製造可能であ
ることは、有利である。好ましくは、金属箔を形成するために線材を型体に巻き付けても
よい。択一的又は付加的に、金属箔を形成するために線材を編んでもよい。金属箔を形成
するために素材結合を介して間隙を閉鎖してもよい。この場合、線材を巻いたときのそれ
ぞれの巻線は、互いに平行に延びていなくてもよいし、金属箔は、互いに交差するように
延びる複層の巻きから製造されていてもよい。こうして、線材間隙の閉鎖後、金属箔を形
成する網状に組まれた線材が製造可能である。
【００２９】
　本発明の一態様において、金属箔は、収縮箔として形成されていてもよい。この場合、
簡単に金属箔と少なくとも１つの支持構造との間の密閉が達成可能であることは、有利で
ある。この場合、金属箔が、熱処理後、少なくとも１つの支持構造に密着し、これにより
構成スペースが、さらに減少可能であることは、有利である。
【００３０】
　本発明の一態様において、金属箔は、コーティングプロセスで製造されていてもよい。
コーティングプロセスは、例えば電鋳、電気めっき、スパッタリング、蒸着及び／又は吹
付けを含んでいてよい。この場合、特に薄い金属箔が実現可能であることは、有利である
。例えばコーティングプロセスは、分離層で覆われた型体において実施されてもよい。こ
の場合、内視鏡先端に組み付けるために所望の形状で製造された金属箔が提供可能である
ことは、有利である。さらにこの場合、コーティングプロセスが、敏感な結像光学系及び
／又はやはり敏感な少なくとも１つの撮像センサにおいて実施される必要がないことは、
有利である。
【００３１】
　金属箔は、金属合金から製造されていてもよい。
【００３２】
　本発明の一態様において、金属箔は、銅から製造されていてもよい。銅の使用は、良好
な熱伝導特性が提示されるという付加的な利点を有している。これにより、例えば、金属
箔によりカプセル状に囲繞された少なくとも１つの撮像センサの良好な放熱が達成可能で
ある。
【００３３】
　択一的又は付加的に、金属箔は、特殊鋼から製造されていてもよい。特殊鋼の使用は、
金属箔が深絞り加工又は管引抜き加工により製造可能であるという利点を有している。こ
れにより、製造コストはさらに低減可能である。
【００３４】
　本発明の一態様において、内視鏡先端内にプリント回路板等の回路基板が配置されてお
り、回路基板は、少なくとも１つの撮像センサ及び／又は少なくとも１つの撮像センサに
接続される電子回路を担持するようになっていてもよい。この場合、少なくとも１つの撮
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像センサの接点接続及び／又は少なくとも１つの撮像センサの出力信号の電子式の前処理
が内視鏡先端において提供可能であることは、有利である。
【００３５】
　この場合、回路基板がセラミック製の材料から製造されていると、特に有利である。こ
のことは、回路基板が熱負荷、例えば医学的な使用分野において清浄化プロセスの際に発
生する場合のある熱負荷に対してより高い抵抗性を備えて形成可能であるという利点を有
している。回路基板は、プラスチックから製造されていてもよい。
【００３６】
　本発明の一態様において、既に言及した回路基板は、金属被覆された縁部を有していて
もよい。この場合、金属箔との素材結合が簡単に達成可能であることは、有利である。好
ましくは、金属被覆された縁部は、内室の完全な閉鎖を達成するために、回路基板の周囲
を取り巻くように形成されている。
【００３７】
　本発明の一態様において、金属箔は、素材結合を介して一回路基板、特に既に言及した
回路基板の、一金属被覆された縁部、特に既に言及した金属被覆された縁部に結合されて
いてもよい。この場合、金属箔により収容された内室が簡単に密閉可能であることは、有
利である。さらにこの場合、金属箔が簡単に回路基板により保持可能及び位置決め可能で
あることは、有利である。素材結合は、例えば接着、ろう接又は溶接により形成可能であ
る。
【００３８】
　本発明の一態様において、金属箔は、少なくとも１つの撮像センサの少なくとも１つの
伝送線路のための少なくとも１つの引出し開口を有し、引出し開口は、密閉されているよ
うになっていてもよい。引出し開口は、例えばモールドされていてもよい。このために、
例えばエポキシ樹脂又はその他の注型材料が使用可能である。この場合、少なくとも１つ
の撮像センサの出力信号が、カプセル状に囲繞された内室から導出可能であることは、有
利である。
【００３９】
　製造技術的な簡単化は、金属箔が、内視鏡先端内に挿入されている箔体を形成すると、
得られる。この場合、金属箔が、少なくとも１つの敏感な結像光学系及び／又はやはり敏
感な撮像センサとは別に製造可能であることは、有利である。
【００４０】
　例えば、箔体は、深絞り加工部材又は管引抜き加工部材として形成されていてもよい。
この場合、箔体が簡単に少なくとも１つの結像光学系の挿入前に形成可能であることは、
有利である。
【００４１】
　択一的又は付加的に、箔体は、基体から折られ、かつ／又は曲げられており、箔体の互
いに対応する結合縁部は、素材結合を介して互いに結合されていてもよい。この場合、好
ましくは、箔体は、平らな基体から折られ、かつ／又は曲げられている。この場合、より
複雑な輪郭及び／又は形状が形成可能であることは、有利である。
【００４２】
　本発明の一態様において、箔体は、非円形の横断面を有して形成されていてもよい。横
断面は、例えば楕円形又は多角形、特に三角形、四角形、五角形、六角形又は七角形以上
の多角形に形成されてもよく、それぞれの角には、丸みが付けられていてもよい。この場
合、箔体が、円形の横断面を有する内視鏡管内に挿入可能であり、その結果、箔体と内視
鏡管との間に、内視鏡の他の機能のための少なくとも１つの収容室が形成可能であること
は、有利である。
【００４３】
　本発明の一態様において、箔体は、管状に形成されていてもよい。この場合、箔体は、
円形又は非円形の横断面を有していてもよい。この場合、管状の箔体が、少なくとも１つ
の撮像センサを配置可能な内室を提供することは、有利である。さらにこの場合、管状の
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箔体が、少なくとも１つの撮像センサが撮像可能な開口を提供することは、有利である。
【００４４】
　本発明の一態様において、箔体は、遠位の領域において少なくとも１つの結像光学系及
び／又はカバーガラスにより閉鎖されていてもよい。この場合、外部に対する内室の密閉
が達成可能であることは、有利である。この場合、好ましくは、箔体は管状、例えば円形
又は非円形の横断面を有する管状に形成されている。
【００４５】
　この場合、択一的又は付加的に、箔体は、近位の領域において一回路基板、特に既に言
及した回路基板及び／又は金属箔により閉鎖されていてもよい。この場合、内室が近位の
領域において簡単な手段により密閉可能であることは、有利である。この場合、好ましく
は、箔体は管状に形成されている。この場合、金属箔は、注型材料によってか、又は別の
方法で閉鎖可能な既に言及した引出し開口を有していてもよい。
【００４６】
　本発明の一態様において、少なくとも１つの支持構造は、少なくとも１つの結像光学系
のための受口を有していてもよい。この場合、少なくとも１つの結像光学系が、少なくと
も１つの支持構造内に簡単に保持可能であることは、有利である。さらにこの場合、少な
くとも１つの結像光学系と金属箔との間の密な結合が達成可能であることは、有利である
。
【００４７】
　外部に対する内室の密閉を達成するために、少なくとも１つの支持構造は、シールのた
めに少なくとも１つの結像光学系に密に結合されていてもよい。シールは、例えば素材結
合により達成可能である。
【００４８】
　少なくとも１つの支持構造が、少なくとも１つの撮像センサとともに、内視鏡先端内に
挿入可能な光電子式の構成群内に組み込まれていると、製造技術的に特に有利である。好
ましくは、光電子式の構成群は、ユニットとして内視鏡先端内に挿入可能である。光電子
式の構成群が、金属箔から形成される一箔体、特に既に言及した箔体内に挿入可能である
と、特に有利である。この場合、光電子式の構成群が前組立可能であり、金属箔が光電子
式の構成群の敏感なコンポーネントとは別に製造可能であることは、有利である。これに
より、光電子式の構成群を形成するために、少なくとも１つの撮像センサは、少なくとも
１つの支持構造に結合されていてもよい。好ましくは、光電子式の構成群は、付加的に、
少なくとも１つの、特に既に言及した回路基板を含んでいる。
【００４９】
　以下、本発明について複数の実施の形態を参照しながら詳説するが、本発明は、これら
の実施の形態に限定されるものではない。その他の実施の形態は、単独又は複数の請求項
に記載の構成の相互の組み合わせ及び／又は実施の形態の単独又は複数の構成との組み合
わせから生じる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明に係る内視鏡の概略断面図である。
【図２】図１に示した本発明に係る内視鏡の一部概略分解立体図である。
【図３】本発明に係る内視鏡の巻成された線材からなる箔体を示す図である。
【図４】本発明に係る内視鏡の網状に組まれた線材からなる別の箔体を示す図である。
【図５】本発明に係る内視鏡用の折られた箔体を製造するための基体を示す図である。
【図６】図５に示した基体から折られた箔体を示す図である。
【図７】本発明に係る内視鏡の深絞り加工により製造された箔体を示す図である。
【図８】本発明に係る内視鏡の横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　以下、機能的かつ／又は構造的に同一又は類似の構成部材には、全図において同一の符
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号を付し、これを使用する。それゆえ、それぞれの説明は、その他の図面においても相応
に当てはまる。
【００５２】
　図１及び図２は、全体として符号１を付した内視鏡のそれぞれ異なる図であり、以下に
まとめて説明する。
【００５３】
　遠位の端部２には、内視鏡先端３が形成されている。内視鏡先端３内には、内視鏡１の
結像光学系４が配置されている。
【００５４】
　結像光学系４の後には、撮像センサ５が配置されている。
【００５５】
　結像光学系４は、支持構造６内に配置され、保持されている。
【００５６】
　別の実施の形態において、結像光学系４は、立体視用に設けられ、複数の結像光学系を
有していてもよい。これらの結像光学系４は、１つの共通の支持構造６に配置されていて
も、互いに別体に形成された複数の支持構造に配置されていてもよい。立体視のために２
つの撮像センサ５が使用されても、両系統用に１つの共通の撮像センサが形成されていて
もよい。
【００５７】
　この場合、支持構造６は、管状に、例えば円形の旋削部材又は非円形の成形部材として
形成されていてもよい。支持構造６は、金属材料から製造されている。
【００５８】
　内視鏡先端３内には、金属箔７が形成されている。
【００５９】
　金属箔７は、支持構造６に密に結合されており、内室８をカプセル状に囲繞して外部に
対して密閉している。
【００６０】
　この内室８内に撮像センサ５が配置されているため、撮像センサ５は、金属箔７により
カプセル状に被包される。
【００６１】
　内視鏡先端３は、外側に内視鏡管９を有している。
【００６２】
　内視鏡管９は、内視鏡１の軸線又は延在方向に関して半径方向で金属箔７を囲繞してい
る。
【００６３】
　これにより、金属箔７と内視鏡管９との間には、収容室１０が形成されている。
【００６４】
　別の実施の形態では、図１に示した結像光学系４が２つ、それぞれ１つの金属箔７によ
りカプセル状に被包されて並置され、立体視のために設けられていてもよい。これらの結
像光学系４は、互いに別体に形成された複数の支持構造に配置されていてもよい。この場
合、結像光学系には、それぞれ１つの撮像センサが割り当てられている。
【００６５】
　図１に示した収容室１０内には、内視鏡１のその他の機能要素も配置されている。
【００６６】
　例えば図１は、収容室１０内に照明光学系１１が配置されていることを示している。照
明光学系１１により、検査対象としての中空の空間を照らすことが可能である。照明光学
系１１は、繊維光学系として形成されていてもよい。
【００６７】
　この照明光学系１１は、公知の形式で、図示しない光源、例えばＬＥＤに接続されてい
る。
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【００６８】
　別の実施の形態では、照明光学系１１の代わりに又は照明光学系１１に加えて、例えば
伝送線路、ＬＥＤ及び／又は制御電子装置を有する照明用の電子装置が収容室内に配置さ
れている。
【００６９】
　図１に示した概略断面図は、正確な縮尺で示したものではないため、念のため言及して
おくと、金属箔７の材料厚さは、本実施の形態では、３０μｍ～５０μｍに選択されてい
る。
【００７０】
　図２は、内視鏡管９及び照明光学系１１を取り外した状態を示している。
【００７１】
　図３は、使用可能な金属箔７の一変化態様を示している。
【００７２】
　図３に示した金属箔７の一部拡大図から看取可能であるように、金属箔７は、巻成され
た線材１２から製造されている。線材１２を巻成することで、線材１２のそれぞれの巻線
間には、線材間隙１３が生じる。これらの線材間隙１３は、金属箔７を形成するために素
材結合を介してろう材料により閉鎖されている。
【００７３】
　換言すると、金属箔７は、一定の材料厚さを有しているわけではなく、材料厚さは、線
材１２と線材間隙１３との間で変化する。
【００７４】
　図４は、使用可能な金属箔７の別の実施の形態を示している。この場合、金属箔７は、
互いに交差するように延びる三巻の線材１２，１４，１５から形成されている。
【００７５】
　線材１２，１４，１５は、互いに編成されるように案内されていてもよいが、図４では
、図示を簡略化するために、それ以上の詳細は示していない。
【００７６】
　いずれにせよ、線材１２，１４，１５は、それぞれの線材間に線材間隙１３を形成する
。これらの線材間隙１３は、ろう材料により素材結合を介して閉鎖されている。
【００７７】
　これにより、図４に示した金属箔７も、一定の材料厚さを有しておらず、延在方向で変
化する材料厚さを有している。
【００７８】
　図３及び図４に示した金属箔７は、例えば図１及び図２に示した内視鏡１において使用
可能である。
【００７９】
　別の実施の形態において、金属箔７は、収縮箔として形成されており、支持構造６上に
被嵌され、収縮されている。
【００８０】
　別の実施の形態において、金属箔７は、電鋳、電気めっき、スパッタリング、蒸着及び
／又は吹付け等のコーティングプロセスで製造されている。この場合、コーティングプロ
セスの終了後、金属箔７は、支持構造６上に引き被される。
【００８１】
　金属箔７は、撮像センサ５からの熱放出を助けるために、銅又は銅合金から製造されて
いる。
【００８２】
　撮像センサ５は、セラミック製の回路基板１６上に配置され、固定されている。
【００８３】
　回路基板１６は、付加的に、撮像センサ５の接続及び／又は撮像センサ５の出力信号の
処理のための自体公知の電子回路１７（図示せず）を担持している。
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【００８４】
　回路基板１６は、周囲を取り巻く縁部１８を有している。縁部１８は、自体公知の形式
で金属被覆されている。
【００８５】
　この金属被覆された縁部１８は、素材結合を介して、例えばろう接により、金属箔７に
結合されている。
【００８６】
　金属箔７内には、引出し開口１９が形成されている。撮像センサ５の伝送線路２０は、
引出し開口１９を挿通されている。
【００８７】
　引出し開口１９は、エポキシ樹脂でモールドされ、こうして密閉されている。
【００８８】
　図２には、金属箔７が自立型の箔体２１を形成していることが看取可能である。
【００８９】
　この箔体２１は、独立して内視鏡先端３に挿入可能である。
【００９０】
　図７は、この種の箔体２１を示している。この箔体２１は、深絞り加工部材又は管引抜
き加工部材として形成されている。
【００９１】
　別の実施の形態において、箔体２１は、コーティング法で製造されている。コーティン
グは、内室８を規定するサンプル体上に被着される。この場合、コーティングと上述のサ
ンプル体との間には、分離層が被着されるので、製造された金属箔７は、箔体２１として
上述のサンプル体から取り外される。
【００９２】
　図５は、金属箔７からなるフラットな基体２２を示している。これにより、基体２２は
ブランクである。このブランクは、折ったり、曲げたりすることができる。
【００９３】
　基体２２を折れば、図６に示した箔体２１が生じる。
【００９４】
　この場合、それぞれの互いに対応し合う結合縁部２３は、素材結合を介して互いに結合
、例えばろう接により互いに結合される。
【００９５】
　この場合、それぞれの結合縁部２３は、部分的にオーバラップしていてもよく、その結
果、面接触が生じる。
【００９６】
　図２乃至図７は、非円形の四角形の横断面を有する箔体２１を示している。
【００９７】
　さらに図８は、別の実施の形態で実現されているそれぞれ異なる横断面形状を示してい
る。
【００９８】
　図８は、左から右、上から下の順に個々に説明すると、円形、楕円形、四角形、六角形
、二面において扁平化された形状、三角形、角に丸みが付けられた三角形、眼鏡状及び滴
状の横断面を示している。図示の横断面形状は、使用事例に応じて種々異なる横断面形状
が使用可能であることを示す例である。例えば、それぞれ形成された収容室１０を複数の
部分室に分割するかつ／又は収容室１０の所定の横断面を提供するために、別の横断面形
状も使用可能である。
【００９９】
　箔体２１は、図示の実施の形態では管状に形成されており、遠位の領域２４及び近位の
領域２５を有している。
【０１００】
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　この場合、遠位の領域２４は、結像光学系４により閉鎖されている一方、近位の領域２
５は、回路基板１６及び／又は金属箔７により閉鎖されている。
【０１０１】
　さらに図１には、撮像センサ５が結像光学系４のガラス体２６に結合されていることが
看取可能である。
【０１０２】
　これにより、図２に看取可能であるように、内視鏡先端３内に組み付ける前に既に１つ
のユニットを形成する光電子式の構成群２７が生じる。
【０１０３】
　箔体２１は、光電子式の構成群２７上に引き被せ可能又は差し合わせ可能である。
【０１０４】
　次に、光電子式の構成群２７は、被せ嵌められた箔体２１とともに内視鏡先端３内に挿
入可能である。
【０１０５】
　支持構造６には、カバーガラス２８が、受口２９において素材結合を介してかつ密に結
合されている。これにより、外部に対する内室８の密閉が生じる。
【０１０６】
　内視鏡１において、内視鏡１の遠位の端部２における内視鏡先端３内に結像光学系４及
び撮像センサ５を、金属箔７により規定される内室８内に配置することが提案される。
【符号の説明】
【０１０７】
　１　内視鏡、　２　遠位の端部、　３　内視鏡先端、　４　結像光学系、　５　撮像セ
ンサ、　６　支持構造、　７　金属箔、　８　内室、　９　内視鏡管、　１０　収容室、
　１１　照明光学系、　１２　線材、　１３　線材間隙、　１４　線材、　１５　線材、
　１６　回路基板、　１７　電子回路、　１８　縁部、　１９　引出し開口、　２０　伝
送線路、　２１　箔体、　２２　基体、　２３　結合縁部、　２４　遠位の領域、　２５
　近位の領域、　２６　ガラス体、　２７　光電子式の構成群、　２８　カバーガラス、
　２９　受口
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